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２ ヒメシジュウカラガン B.c. minima 

３ コカナダガン             B.c. hutchinsii 

４ クロカナダガン     B.c. occidentalis 

５チュウカナダガン        B.c. parvipes 

６オオカナダガン      B.c. moffitti 

７ナイチカナダガン B.c. interior 

８（タイセイヨウ）カナダガン   

      B.c. canadensis 

シジュウカラガンを含むカナダガンの本来の繁殖地  
Delacour(1954) & Palmer(1976)より作成 



Figure. Mean body mass of eleven subspecies of Canada and Cackling Geese (from Mowbray et al. 2002). The four on the left are included in the new 

Cackling Goose, while the seven on the right make up the new, restricted, Canada Goose. 

カナダガン Branta canadensis  と 

シジュウカラガン Branta hutchinsii  の2種に分離 

（米国，英国，ＩＵＣＮなどが採用） 
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日本のカナダガンは 

どこからやって来たのか？ 



「富士桜自然墓地公園」のカナダガン 

関西創価学園 久米宗男 



１．久米宗男・自己紹介を兼ねて 

 大阪府にある関西創価高校の生物教諭。 

  学生時代は、山階鳥類研究所でドバトの調査。 

 

 1993年に亡くなった甥が納骨されている、静岡県 

 富士宮市の「富士桜自然墓地公園」に大型の亜種 

 カナダガンが生息していることを知り、調べ始めた。 

 

 ホームページ「シジュウカラガン（カナダガン）情報」 

  http://kume.eco.coocan.jp/goose/40kara.html 

http://www.kansai.soka.ed.jp/
http://www.yamashina.or.jp/hp/kenkyu_chosa/dobato/index.html
http://kume.eco.coocan.jp/goose/40kara.html


２．「富士桜自然墓地公園」 の位置 



３．私のホームページ 



４．迷鳥確認まで 

 日本野鳥の会富士宮支部長・阿部英雄（故人） や呉地・高良（日本雁を
保護する会）、斎藤（墓地公園事務局総務部長・当時）などから取材した
話のまとめ。 

 

  1985年(昭和60年)年1月上旬、 

 珍しい大雪の日の夕方、1羽の水鳥が墓地公園の池に降りてきた。 

 初めは2羽の姿が見えたが、そのうち1羽のみが降り、降りた1羽は片足を
痛めているようだった。 

 翌朝、昨日飛び去った1羽が戻り、2羽となり、それ以後居着いた。 
 

 1985年5月上旬； 
 5羽の雛が孵ったが、1週間ほどの間に次々と姿が見えなくなった。 

 初めの3年間ほどは全くの野生状態で人に馴れていなかった 

 雛が育つようになってからは人に馴れる。 
 

 198７･1988年頃より； 
 池で幼鳥がパン屑をもらうようになった。 
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５．その後の繁殖状況（久米宗男 HPより） 



1987年5月9日 



89年12月7日 



1990年6月13日 



1991年5月10日 



 1992年 

標識調査を計画 

 （久米宗男・日本雁を保護する会・山階鳥類研究所） 

しかし 

墓地公園の管理者の許可が得られず調査を
断念 

モニタリング体制を強化 



カナダガンの分散の様子（１９８５－９４年） 
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カナダガンの分散の様子(1985-現在)  
 ＜富士地方から分散したと仮定して＞ 
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河口湖  
牛久沼 

精進湖 

表･ 大型カナダガン営巣・繁殖確認地点 

都道府県 観察地点 
繁殖 
開始年 

静岡県 富士桜宮自然墓地公園（富士宮市） B 1986 

静岡県 田貫湖 B 2002 

静岡県 天竜川 B？ 1996 

山梨県 河口湖 B 1993 

山梨県 精進湖 B 2004 

神奈川県 丹沢湖 B 1995 

茨城県 牛久沼 B 2001 



シジュウカラガン （在来希少亜種 ） 
と 

シジュウカラガン （要注意外来大型亜種） 

• 在来希少亜種 B. c. leucopareia；  
– レッドリストに記載され、手厚い保護が求められている 

• 要注意外来大型亜種 B. c. moffiti? ； 
– 生態系への悪影響を防ぐためにその除去が必要 

• 保護・管理の課題 

– 保護が強く求められる希少亜種とその除去が求められ
る要注意外来亜種が、同一の名称で混合表記さ
れている。 

– 希少種の保全のためにも、外来種の管理のた
めにも好ましくない。 



 

カナダガンの分布；本来の分布（暗色）と移入種の分布（淡色） Canada Goose distribution, including native (dark tones) and introduced (light 

tones) populations 

夏；黄色/ 周年；緑/ 冬期；青 Canada Goose summer: yellow/ Canada Goose all year: green/ Canada Goose winter: blue 

 

外来種・カナダガン・海外での事例 

ニュージーランド 

ヨーロッパ 



ヨーロッパ各国でのカナダガン野生化の状況 
（Jansson, K., Josefsson, M. and Weidema, I. (2008): NOBANIS – Invasive Alien Species 

Fact Sheet –Branta canadensis. – From: Online Database of the North European and 

Baltic Network on Invasive Alien Species – NOBANIS www.nobanis.org, 

Date of access x/x/200x.） 

 亜種は？  

• 北ヨーロッパに導入された亜種； 
 大西洋カナダガン B. canadensis 

canadensis,  

• イギリスに導入された亜種；  

 大西洋カナダガン（B .c. canadensis）
と 

  オニカナダガン (B. c. maxima)  

        

   と思われる.  



北ヨーロッパとバルチック諸国での 

カナダガン野生化の状況 
（Jansson, K., Josefsson, M. and Weidema, I. (2008): NOBANIS – Invasive Alien Species Fact Sheet –Branta 

canadensis. – From: Online Database of the North European and Baltic Network on Invasive Alien Species – 

NOBANIS www.nobanis.org, Date of access x/x/200x.） 
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ヨーロッパでのカナダガンの分布 



イギリスのカナダガン 

• 1665年、ロンドン・セントジェームス公園に観賞用の鳥と
して導入。 

• 後に狩猟資源としてイギリス全土に広がる。 

• 約100年後には、篭脱けと継続した放鳥によりイギリスで
は野生化した。 

• 英国のカナダガダンが、フランスを除くヨーロッパ大陸（ス
カンジナビア）で観察されたことはない。 

• イギリスの個体群とスカンジナビアの個体群はほぼ完全
に別のもの；2つの個体群。 

• イギリスのカナダガンは、1950年代までの300年間は個
体数が少なかった。 

• 1953年にそれまで3000羽だったカナダガンは、毎年８％
の割で増加し、1999年には、 82,550ｰ 130,000 羽に増加
した。 



スカンジナビアのカナダガン 

• 1920年代後半ｰ30年代初頭に、初めて導入； 
 ドイツ(1928)、スエーデン(1929)、デンマーク

(1930）、ノルウエー(1936)。 

• 北ヨーロッパとバルチック諸国以外に、北海沿い
の多くの国（オランダ、ベルギーなど）でも繁殖個
体群が観察。 

• フランス、スペイン、ポルトガル、アイルランドなど
では、中央及び東ヨーロッパ、北西ロシア同様に
迷鳥や冬鳥として観察される。 

• ヨーロッパ以外ではニュージーランドに繁殖個体
群ができ、迷鳥が、オーストラリア、南北朝鮮、日
本で観察されている (BirdLife International 2006).  



スエーデンのカナダガン 
• スエーデンの大部分で見られ、南部で最も数が多く、が
ん類の中で最も普通の種になってしまった。 

• スエーデンの群れは主にSkåne, デンマーク、ドイツで越
冬し、厳しい冬はオランダ、ベルギー、フランス北部で越
冬する。 

• 1929年にスエーデンに初めて導入、1933年に野外で初
めて繁殖。 

• 狩猟クラブや個人による導入が国中で1960年代まで続き、
北部では1970年代まで続いた。 

• 個体群は増加を続け,2005年9月の南部でのカウントで
43500羽。 

• 1930年代に5羽だったものが、1980年代初頭には、3000
番と30000羽に増加し、1990年代半ばには10,000 番と
なった。 

• その後どれだけの番が繁殖しているか不明だが、10000
〜20000番が繁殖していると思われる。 

 



環境への影響 

• カナダガンによる過剰採食は自然植生、農産物、
公園、リクレーション地域へ物理的、経済的な影
響を与える。 

• 穀物被害に加え、カナダガンは土を踏み固め、
植物の新たな生育を阻害する。 

• 採食により生まれた裸地は表土流失の原因とな
る。 

• 糞が水質を悪化させる。 

• カナダガンは毎日0.7 kg の糞をする。 

• これは 10羽のガンが1年間で、2.5ﾄﾝの糞をする
ことになる。 



Genetic effects  

• スカンジナビアの個体群はたった5羽から
始まった； 

– 4羽はハンブルグの動物園、1羽は北アメリカ
から。 

• 遺伝的多様性が低い。 



Genetic effects  

• 最大の問題は、絶滅のおそれのあるカリガ
ネとの交雑。 

• スカンジナビアのカリガネは３０－５０番し
かいない。 



Prevention methods 

• 一般に狩猟はカナダガンの分布を制限す
ることはないようだ。 

• イギリスでは、狩猟と卵の破壊の両方を用
いているが、個体数増加を抑える効果が
ある。 



ニュージーランドのカナダガン 



• カナダガンは、リクレーション・ハンティングの資源として、
ニュージーランドへ導入された。 

• その後農業と都市の害鳥となった。 

• 狩猟鳥のリストに掲げられているが、この分類は最近環
境省により見直されている。 

• 1905年に最初の群れができた南島でのカウントは、80年
間の急激な増加の後のここ１０年間は比較的個体数が
安定していることを示している。 

• しかし、1970年に最初の放鳥が行われた北島ではカウン
ト地域外に分布を広げている。  

• 多くのカナダガンが内陸の高地の湖沼や河川で繁殖し、
その後沿岸部の湖沼へ移動する。 

• カナダガンによる被害はあるが、経済的な影響はよく知
られていない。 

• 都市部では、糞が 公園や、スポーツ競技場、病気の発
生の危険性、空港近くでのバードストライクなどの危険性
の増加。 

ニュージーランドのカナダガン 
Review of Canada Goose Population Trends, Damlage, ans Control in New Zealand 

Eric B. Spurr / Jim D. Coleman 



銃獲数と卵除去 
（ニュージーランド） 



カナダガンの個体数変化 

（ニュージーランド） 
Population trends – qualitative data 

Total counts of the Canada goose population in New Zealand have never been made, but some idea of 

the population trend since introduction of the species may be gained from qualitative anecdotal 

historical data (Appendix 1). These have been used to construct Fig. 1. 
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